
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日
（
土
）
、
二
十
六
日
（
日
）
の

両
日
に
、
第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
日
蓮
宗
保
育
連
盟
加
入
園
の
保
育
所
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
約
二
五
○
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
大
会
は
、
日
蓮
宗
保
育
連
盟
が
主
催
す
る
保
育
研
修

会
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
八
月
に
第
一
回
研
修
会
が
身
延
山
（
身

延
短
大
）
で
開
催
さ
れ
て
以
来
五
十
五
年
間
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

開
催
地
は
、
日
本
各
地
に
及
ぶ
。
身
延
で
は
昭
和
三
十
八
年
第
九

回
大
会
と
昭
和
四
十
三
年
第
十
四
回
大
会
、
昭
和
四
十
六
年
第
十

は
じ
め
に

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

ｌ
仏
教
福
祉
学
科
の
学
生
の
取
り
組
み
を
中
心
に
Ｉ

七
回
大
会
、
昭
和
五
十
五
年
第
二
十
六
回
大
会
、
平
成
三
年
第
三

十
七
回
大
会
が
行
わ
れ
、
今
回
で
七
回
目
と
な
る
。

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
各
誌
（
『
み
の
ぶ
』
、
『
南
天
』
等
）
で
報
告
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
大
会
へ
の
学
生
の
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

一
日
目
に
下
部
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
内
容
は
、
日
蓮
宗
保
育
連
盟
事
務
局
か
ら
身
延
山
大
学
に
一

任
さ
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
身
延
の
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
る
方
々

一
、
大
会
を
迎
え
る
ま
で

伊

東

久

実

－37－



①
学
生
と
は
が
き
作
り

身
延
山
大
会
を
印
象
づ
け
る
貼
り
絵
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
今
年
五

月
に
建
立
し
た
身
延
山
久
遠
寺
の
五
重
塔
と
、
山
梨
特
産
品
の
ワ

へ
、
本
学
の
特
色
を
前
面
に
出
し
て
「
よ
う
こ
そ
身
延
へ
、
よ
う

こ
そ
身
延
山
大
学
へ
」
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
よ
い
か
を
、
田
沼
学
部
長
、
中
山
学
科
主
任
、
山
田
教

授
、
望
月
法
人
事
務
局
長
、
学
生
支
援
室
一
瀬
さ
ん
等
と
前
年
度

よ
り
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
小
規
模
大
学
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
仏
教
福
祉
学
科
の
学
生
全
員
が
参

加
・
協
力
し
て
真
心
を
も
っ
て
歓
待
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
具

体
的
に
は
、
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
手
話
ソ
ン
グ
を

披
露
し
、
同
時
に
会
場
の
全
員
が
こ
の
手
話
ソ
ン
グ
に
参
加
で
き

る
よ
う
リ
ー
ド
す
る
こ
と
、
ま
た
学
生
全
員
が
貼
り
絵
を
施
し
、

手
作
り
の
は
が
き
を
お
土
産
の
品
と
し
て
用
意
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
身
延
山
大
学
な
ら
で
は
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

仏
教
学
科
の
学
生
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

イ
ン
・
ぶ
ど
う
の
二
種
類
に
決
め
た
。
貼
り
絵
は
、
無
地
の
は
が

き
の
右
隅
四
分
の
一
ほ
ど
の
大
き
さ
に
仕
上
げ
る
た
め
、
一
つ
一

つ
の
パ
ー
ツ
が
複
雑
す
ぎ
る
と
作
業
が
し
難
い
。
そ
こ
で
な
る
べ

く
シ
ン
プ
ル
に
、
三
角
形
、
正
方
形
、
長
方
形
、
円
、
楕
円
形
の

組
み
合
わ
せ
で
五
重
塔
や
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど
う
の
図
柄
に
な
る
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
た
。
こ
れ
ら
の
パ
ー
ツ
を
和
紙
に
写
し
取

る
。
十
色
の
和
紙
を
用
意
し
、
仕
上
が
り
が
画
一
的
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
色
の
組
み
合
わ
せ
で
変
化
を
も
た
せ
る
こ
と
に
し
た
。

仏
教
福
祉
学
科
の
学
生
全
員
で
、
約
五
○
○
枚
の
は
が
き
に
二

種
類
の
貼
り
絵
を
施
す
。
学
生
た
ち
は
資
格
取
得
の
た
め
に
、
授

業
の
空
き
時
間
が
少
な
い
の
で
、
一
斉
に
作
業
を
す
る
時
間
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
生
が
負
担
感
な
く
作
業
を
行
え
る
よ

う
に
、
あ
ら
か
じ
め
は
が
き
一
枚
分
の
パ
ー
ツ
を
一
セ
ッ
ト
一
袋

に
し
て
お
い
た
。
一
人
が
十
二
枚
の
は
が
き
を
手
作
り
す
る
。
学

生
は
短
い
休
み
時
間
を
継
ぎ
合
わ
せ
て
パ
ー
ツ
を
切
り
抜
き
、
糊

づ
け
を
行
っ
た
。
細
か
い
作
業
を
得
意
と
す
る
女
子
学
生
は
積
極

的
に
ノ
ル
マ
以
上
の
作
業
を
申
し
出
た
。
頑
固
な
指
の
男
子
学
生

－38－
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写真1学生手作りのはがき

②
手
話
ソ
ン
グ
の
練
習

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
仏
教
福
祉
学
科
の
学
生
全
員
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
「
よ
う
こ
そ
身
延
へ
」
と
い
う
気
持
ち
を

表
す
の
と
同
時
に
、
学
生
に
は
全
国
の
保
育
者
と
の
一
体
感
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。
児
童
福
祉
に
携
わ
る
人
々
の
笑
顔

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
は
学
生
自
身
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
出
演
し
て
表
現
者
と
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
表

現
を
指
導
す
る
上
で
何
が
大
切
か
を
経
験
を
通
し
て
考
え
る
機
会

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

全
体
の
流
れ
を
考
慮
し
て
、
本
学
の
卒
業
生
で
あ
る
佐
治
さ
ん

の
紙
芝
居
「
さ
だ
子
と
千
羽
鶴
」
の
上
演
の
最
後
に
歌
わ
れ
る

も
、
器
用
に
切
り
貼
り
を
行
っ
た
。

将
来
保
育
士
、
介
護
士
を
志
す
学
生
と
あ
っ
て
、
造
形
的
な
活

動
に
苦
手
意
識
を
持
つ
様
子
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
学

生
ホ
ー
ル
で
、
実
習
棟
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
ま
た
教
室
の
片
隅
で
は

が
き
作
り
は
続
け
ら
れ
た
。
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「
ヒ
ロ
シ
マ
の
少
女
の
折
鶴
」
を
手
話
ソ
ン
グ
に
し
て
締
め
く
く

る
構
成
に
し
た
。
こ
の
「
広
島
の
少
女
の
折
鶴
」
の
歌
は
、
紙
芝

居
の
主
人
公
佐
々
木
貞
子
さ
ん
を
想
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
で
歌
わ
れ
て

い
る
歌
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
佐
治
さ
ん
は
、
ギ
タ
ー
一
本
で
こ
の
歌
を
弾
き
語
っ

て
き
て
い
た
が
、
学
生
全
員
が
手
話
を
交
え
て
歌
う
趣
旨
を
快
く

理
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
富
山
講
師
に
依
頼
し
た
。

そ
し
て
、
望
月
講
師
が
歌
詞
を
手
話
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

い
よ
い
よ
学
生
が
手
話
ソ
ン
グ
を
練
習
す
る
段
と
な
っ
た
が
、

は
が
き
作
り
同
様
に
練
習
時
間
の
確
保
は
困
難
で
あ
っ
た
。
手
話

の
授
業
の
あ
る
学
年
以
外
は
、
望
月
講
師
に
直
接
指
導
し
て
い
た

だ
け
る
機
会
は
ほ
ん
の
一
、
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
窮
地

を
知
っ
て
、
学
生
支
援
室
の
宇
佐
美
さ
ん
が
望
月
講
師
の
演
じ
る

手
話
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
学
生
に
一
枚
ず
つ
手
渡
せ
る
よ
う
に

作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
で
学
生
は
、
個
人
の
予
定
で
自
主

練
習
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
に
し
た
学
生

は
誰
一
人
と
し
て
負
担
感
を
表
さ
ず
、
安
心
し
て
練
習
で
き
る
と

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

嬉
し
そ
う
な
表
情
で
語
り
、
私
は
喜
ぶ
と
同
時
に
心
か
ら
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
手
話
ソ
ン
グ
の
練
習
で
あ
る
が
、
こ
の
と

き
の
不
安
感
や
練
習
の
工
夫
を
二
年
の
土
橋
稔
樹
君
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
少
女
の
折
鶴
」
を
保
育
連
盟

の
大
会
で
歌
と
手
話
を
発
表
す
る
と
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
詞
、
手
話
を
し
っ
か
り
と
覚
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
、
学
生
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
成
功
で
き
る
で
あ
ろ
う
か

と
い
っ
た
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

歌
と
手
話
の
練
習
を
あ
ま
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
授
業
の
中
で
少
し
時
間
を
確
保
し
て
、
皆
で
Ｃ
Ｄ
を

聴
き
な
が
ら
歌
詞
を
覚
え
る
よ
う
に
し
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
男
性
に
と
っ
て
は
音
階
が
高
か
っ
た
の
で
歌
う
こ

と
が
大
変
で
し
た
。

手
話
の
練
習
で
は
、
手
話
の
授
業
の
担
当
さ
れ
て
い
る
望
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自
主
練
習
の
成
果
は
、
本
番
二
週
間
前
の
全
学
年
を
対
象
と
し

た
合
同
練
習
で
披
露
し
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
就
職
活
動
や
卒
論

の
た
め
大
学
へ
来
る
の
は
久
し
ぶ
り
で
、
こ
の
合
同
練
習
の
た
め

に
来
た
と
い
う
四
年
生
も
数
名
い
た
。
手
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
、
三
番
ま
で
あ
る
歌
詞
を
小
児
保
健
実
習
室
の
壁
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
拡
大
映
写
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
法
人
事
務
室

の
池
田
さ
ん
で
あ
っ
た
。

各
学
年
ご
と
の
発
表
は
、
集
ま
っ
た
約
四
十
人
の
学
生
そ
れ
ぞ

れ
に
緊
張
感
と
、
お
互
い
に
ひ
と
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
る
者

月
香
代
先
生
に
手
話
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
や
指

の
角
度
や
顔
の
表
情
、
左
右
が
逆
に
な
ら
な
い
よ
う
に
細
か

な
部
分
に
も
注
意
を
し
て
覚
え
ま
し
た
。

実
際
に
全
員
で
合
わ
せ
る
時
間
が
少
な
く
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観

な
が
ら
授
業
の
時
に
合
わ
せ
て
手
話
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、

友
達
同
士
で
教
え
あ
い
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
南
天
第
二
十
四
号
』

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）
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③
雅
楽
の
練
習

仏
教
学
科
の
学
生
に
よ
る
雅
楽
演
奏
は
、
身
延
山
大
学
な
ら
で

は
の
演
目
で
あ
る
。
日
頃
、
学
生
の
雅
楽
指
導
を
担
当
さ
れ
て
い

る
池
上
教
授
が
曲
目
決
定
、
衣
装
、
練
習
の
す
べ
て
を
一
手
に
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
仏
教
学
科
の
三
名
の
学
生
は
、
お
勤
め

の
時
間
を
や
り
く
り
し
て
学
生
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、
龍
笛
、
鳳
笙
、

篁
簗
の
三
種
の
繊
細
な
楽
器
の
調
べ
を
調
和
さ
せ
て
い
た
。

同
士
の
連
帯
感
や
親
近
感
を
感
じ
さ
せ
る
時
間
と
な
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
本
番
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
お
揃
い
の
黄
色
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
も
、
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
た
。
四
年
生
の
中
に
は
自
分
が
練

習
不
足
で
あ
る
こ
と
を
す
ま
な
く
思
い
、
「
申
し
訳
な
い
、
本
番

ま
で
に
皆
と
同
じ
よ
う
に
何
度
も
練
習
し
て
来
る
か
ら
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
帰
宅
す
る
女
子
学
生
も
い
た
。

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

七
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
、
久
遠
時
の
大
本
堂
に
て
受
付
が

始
ま
っ
た
。
第
一
日
目
の
日
程
は
、
受
付
の
後
、
御
経
頂
戴
・
開

会
式
を
行
い
、
諸
堂
参
拝
に
続
い
て
大
学
講
堂
に
て
望
月
真
澄
教

授
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
学
生
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
る
懇
親
会
は
、
下
部
ホ
テ
ル
に
て
午
後
七
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

学
生
の
集
合
時
間
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た

め
に
会
場
と
な
る
下
部
ホ
テ
ル
に
午
後
四
時
と
し
た
。
五
名
の
学

生
は
午
前
中
か
ら
、
身
延
駅
周
辺
と
久
遠
寺
大
本
堂
前
に
お
い
て

誘
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
て
く
れ
て
い
た
。
身
延
駅
で
の

誘
導
係
り
の
学
生
は
、
前
日
ま
で
の
長
雨
に
よ
っ
て
列
車
の
到
着

時
間
が
遅
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
め
げ
ず
、
ま
た
大
本

堂
前
誘
導
係
の
学
生
は
炎
天
下
の
中
、
二
五
○
名
の
参
加
者
を
笑

顔
で
出
迎
え
た
。

午
後
三
時
三
十
分
、
望
月
真
澄
教
授
の
記
念
講
演
「
身
延
山
の

二
、
懇
親
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
当
日

（
研
修
大
会
第
一
日
目
）
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①
リ
ハ
ー
サ
ル
の
様
子

学
生
の
控
え
室
と
し
て
、
広
々
と
し
た
和
室
が
用
意
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
た
め
の
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
襟
元
、
色
合
い
、
重

ね
着
の
仕
方
な
ど
、
四
十
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
出
し
た
着

こ
な
し
が
さ
れ
て
い
た
。
修
学
旅
行
の
気
分
さ
な
が
ら
、
明
る
い

表
情
で
学
生
た
ち
は
部
屋
の
障
子
を
開
け
て
入
っ
て
来
た
。
雅
楽

の
学
生
の
最
高
位
の
衣
装
の
美
し
さ
に
、
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
は

さ
ら
に
気
分
を
高
揚
さ
せ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
談
笑
す
る
間
も
な

く
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た
め
に
会
場
へ
移
動
し
た
。

懇
親
会
の
会
場
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
・
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
に

は
す
で
に
部
屋
い
つ
ぱ
い
に
六
列
の
テ
ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
、
二

五
○
名
を
迎
え
る
用
意
が
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
演
じ
ら
れ
る
雅
楽
、
佐
治
さ
ん
の
紙
芝
居
、
手
話
ソ
ン
グ

の
た
め
の
演
出
は
、
望
月
法
人
事
務
局
長
を
中
心
に
、
池
上
教
授
、

歴
史
と
信
仰
」
へ
未
練
を
残
し
な
が
ら
も
学
生
の
集
合
す
る
下
部

ホ
テ
ル
へ
車
を
急
が
せ
た
。

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

間
宮
教
授
（
大
学
事
務
局
長
）
、
富
山
講
師
、
望
月
講
師
が
そ
の

場
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
終
確
認
も
短
時
間
で
行
わ
れ
た
。

雅
楽
は
、
そ
の
神
秘
的
な
調
べ
に
会
場
の
人
々
が
驚
き
を
も
っ

て
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ
う
に
口
上
は
入
れ
な
い
こ
と
に
し
、
ス
テ
ー

ジ
幕
内
に
て
会
場
の
ざ
わ
め
き
の
中
に
流
れ
込
む
よ
う
に
演
奏
を

始
め
、
幕
が
上
が
り
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
三
名
の
学

生
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
現
れ
る
と
い
う
演
出
に
決
め
た
。

佐
治
さ
ん
の
紙
芝
居
は
、
席
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
離
れ
た
方
に
も

十
分
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
事
前
に
宇
佐
美
さ
ん
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
さ
れ
る
ば
か
り
に
な
っ

て
い
た
。
佐
治
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
上
右
脇
で
紙
芝
居
を
読
み
語
り
、

さ
ら
に
正
面
の
大
画
面
に
紙
芝
居
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
で
は
、
映
写
場
面
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
確
認
が
入
念
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
紙
芝
居
の
上
演

と
手
話
ソ
ン
グ
の
た
め
に
楽
譜
を
お
こ
し
、
上
演
中
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を

演
奏
し
て
く
だ
さ
る
富
山
講
師
と
は
、
音
量
、
速
度
、
高
さ
、
曲
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目
の
調
整
・
確
認
が
行
わ
れ
た
。

四
十
五
名
の
学
生
が
臨
む
手
話
ソ
ン
グ
で
は
、
入
・
退
場
の
仕

方
、
立
ち
位
置
、
ギ
タ
ー
伴
奏
者
と
ボ
ー
カ
ル
担
当
者
の
配
置
に

つ
い
て
、
学
生
の
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
主
役
と
な
っ

て
表
現
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
演
出
を
考
え
た
。
ス
テ
ー
ジ
反

対
側
の
扉
か
ら
、
各
学
年
背
の
高
い
順
に
二
列
で
ス
テ
ー
ジ
に
向

か
っ
て
自
信
を
持
っ
て
入
場
す
る
。
手
話
ソ
ン
グ
披
露
の
際
は
ス

テ
ー
ジ
上
に
三
十
名
が
登
壇
し
、
互
い
違
い
に
二
列
に
な
る
。
ス

テ
ー
ジ
下
に
は
一
列
十
名
の
配
置
と
し
た
。
さ
ら
に
、
来
場
者
を

リ
ー
ド
し
て
手
話
ソ
ン
グ
を
一
緒
に
歌
う
際
に
は
、
学
生
が
参
加

者
の
近
く
に
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。
望
月
講
師
が
ス
テ
ー
ジ
上

で
手
話
の
解
説
を
始
め
る
と
同
時
に
学
生
は
速
や
か
に
六
列
の
テ
ー

ブ
ル
の
両
側
に
移
動
し
、
な
る
べ
く
参
加
者
の
至
近
距
離
に
立
つ

よ
う
に
し
た
。
学
生
銘
々
が
、
望
月
講
師
の
手
話
の
解
説
と
一
緒

に
近
く
の
参
加
者
に
手
話
の
や
り
方
を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
参

加
者
と
学
生
が
目
と
手
で
交
流
し
な
が
ら
一
緒
に
手
話
ソ
ン
グ
を

歌
い
、
歌
の
後
半
ス
キ
ャ
ッ
ト
の
箇
所
で
再
び
ス
テ
ー
ジ
上
に
四

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

②
本
番

学
生
た
ち
は
控
え
室
で
、
用
意
さ
れ
た
夕
食
を
済
ま
せ
出
番
を

待
っ
た
。
午
後
七
時
に
は
計
画
ど
お
り
懇
親
会
が
開
始
さ
れ
、
雅

楽
は
七
時
四
十
五
分
、
紙
芝
居
八
時
、
手
話
ソ
ン
グ
は
八
時
二
十

分
の
進
行
予
定
で
あ
っ
た
。
学
科
全
員
が
大
学
構
外
で
一
同
に
会

す
機
会
は
初
め
て
で
あ
る
。
時
間
ま
で
自
由
に
ト
ラ
ン
プ
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
、
ギ
タ
ー
を
囲
ん
で
歌
を
口
ず
さ
む
グ
ル
ー

プ
、
話
に
興
じ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
学
年
を
越
え
て
交
わ
り
、
学
内

で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
を
楽
し
ん
だ
。

一
足
先
に
、
雅
楽
の
メ
ン
バ
ー
が
本
番
に
向
か
っ
た
。
曲
目
は

「
壱
越
調
賀
殿
急
」
「
平
調
越
殿
楽
」
「
陪
艫
」
の
三
曲
で
あ

る
。
和
楽
器
の
音
色
が
静
か
に
鳴
り
渡
っ
た
会
場
で
は
予
想
通
り
、

そ
れ
ま
で
の
ざ
わ
め
き
が
一
瞬
に
し
て
消
え
、
来
場
者
は
身
延
の

歴
史
の
重
な
り
を
直
に
感
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に
舞
台
に
釘
付
け

十
五
名
全
員
が
登
壇
し
て
暗
転
す
る
と
い
う
構
成
に
し
、
二
、
三

度
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
た
。
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雅楽の演奏写真3

に
な
っ
て
い
た
。

七
時
三
十
分
、
手
話
ソ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
が
い
よ
い
よ
会
場
下

で
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
。
女
子
学
生
か
ら
は
、
「
緊
張
し
て
き
た
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
歌
詞
を
確
認
し
つ
つ
手
話
を
復
習
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
嬉
し
そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
顔
も
あ
っ
た
。

閉
じ
ら
れ
た
扉
か
ら
は
、
佐
治
さ
ん
の
熱
演
が
溢
れ
出
る
よ
う

に
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
学
生
の
表
情
は
次
第
に

硬
く
な
り
、
自
分
が
手
話
ソ
ン
グ
を
披
露
す
る
だ
け
で
な
く
、
二

五
○
人
も
の
来
場
者
の
手
話
を
リ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
使
命
感
が
表
情
に
表
れ
て
い
た
。

「
堂
々
と
入
場
し
、
自
信
を
持
っ
て
人
前
で
自
分
の
表
現
を
行

い
、
さ
ら
に
そ
の
表
現
が
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う

経
験
を
し
て
来
て
欲
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
、
入
場
す
る
学
生
た

ち
の
背
中
を
見
送
っ
た
。

紙
芝
居
の
感
動
の
余
韻
が
残
る
中
、
四
年
生
二
名
に
よ
る
手
話

ソ
ン
グ
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
手
話
ソ
ン
グ
を
演
じ
る
意
味
、

手
話
ソ
ン
グ
に
込
め
た
想
い
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。
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こ
れ
か
ら
皆
様
に
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
す
手
話
ソ
ン
グ
は
、

「
広
島
の
少
女
の
折
鶴
」
と
い
う
歌
で
す
。

こ
の
歌
は
、
こ
れ
ま
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
「
貞
子
と
千
羽

鶴
」
の
紙
芝
居
の
主
人
公
で
あ
る
佐
々
木
貞
子
さ
ん
を
想
っ

て
、
モ
ン
ゴ
ル
で
う
た
わ
れ
て
い
る
歌
で
す
。

日
蓮
宗
の
願
い
は
、
世
界
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
学

び
ま
し
た
。
広
島
・
長
崎
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う

僕
た
ち
の
決
意
と
同
時
に
、
次
回
日
蓮
宗
保
育
連
盟
研
修
大

第
五
十
五
回
日
蓮
宗
保
育
研
修
身
延
山
大
会
（
伊
東
）

写真4，5 手話ソングの発表

こ
の
想
い
を
学
生
全
員
が
再
度
共
有
し
、
会
場
の
中
心
を
前
進

し
て
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
た
。
手
話
ソ
ン
グ
を
歌
う
学
生
の
視
線

は
、
し
っ
か
り
と
来
場
者
へ
向
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
後
、
学
生
は
参
加
者
の
席
の
間
近
に
移
動
し
手
話
ソ
ン
グ

を
リ
ー
ド
し
た
。
用
意
さ
れ
た
時
間
は
短
く
言
葉
こ
そ
交
わ
す
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
歌
声
と
と
も
に
目
と
手
と
心
を
精
一
杯
使
っ

た
自
信
溢
れ
る
リ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

共
に
手
話
ソ
ン
グ
を
歌
い
な
が
ら
来
場
者
と
笑
顔
で
交
し
合
っ

た
学
生
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
表
現
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
確
信

し
た
に
違
い
な
い
。

会
の
開
催
県
で
あ
る
広
島
県
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
こ
の
「
広

島
の
少
女
の
折
鶴
」
を
仏
教
福
祉
学
科
で
学
ぶ
学
生
全
員
で

歌
い
ま
す
。
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達成感に溢れる仏教福祉学科の学生写真6
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